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紀南海底崖の地形と地質

一第176, 177潜航の結果－

沖野　郷子゛l 藤岡換太郎゛l

四国海鴦の中央部（lg ～ISMft) と東郎（23 ～19Ma ） の墻界に位Ｉ する紀南布底崖におい

て。爾北に約1 勍km 讎れ た２点で「 しんかい6800 」 による柵航躙査を行･･ た。紀飃梅底崖は

ほぽ南北に仲 ぴる長大な駈●塵で，N18 ～ 鱆IW の方向を持つ数＋1 ●の崩が雁行配列すること

により槙成されている。崖の比高は最大恥Om である．ａＳは大部分マｙガンクラストで覆わ

れていたため屬序の観箪はできなか･･た。嶷は急皇と平坦面の譟り返しからなり。隹●には枕

状を示す諳誦蜀マンガンクラス・が，平坦ｉ の一郎|こliマ冫 がｙノジ・－ルの篳まり た簿い

シ･－卜が分布し。●●はマｙガンで表面を被覆された泥岩。玄武岩で埋積されている。また，

海童拡大宦11に粘性の低い溶岩が流れたと愿われる興状溶岩か発見された。観箪された舗隹型

マンガンダラス１は琉球海溝の海飼創面で痢1711 航 で発見されたものと全｛ 同じ形態のもめ

であり，ヤヅプ籌溝海側斜面で第195潮航 で免見されたものと併せて新しいタイプのマンガン

の産犹として重要である。また，マンガｙの塵状や形態は●●の水原や傾斜4こ翼邏して変化す

ることがわか９だ。鞨状溶岩は粘性の儷い玄武宕であり。これらは筱耒中央海嶺や背弧海奩の

拡大輸などから碍られている。四圃淑童で発見されたのは今回が初めてであり，四国海盆を祖

う玄武岩の化学組成変化を知るうえで皿要である。

キーワード＝舗窖瞿マｙガンタラスト．紀南海廖ｔ 縄坎溶岩

Geo  morphology  and Geology  of the Kinan

Escarpment  in the Shikoku  Basin

―Results of Dive #176 and #177―

Kyoko OKINO*8 Kanlaro FUJIOKA*4

Two  dives of "Shmkai  $500" were  carried out  at the Kinan  Escarpment,  which  marks

the  boundary  between  the  central part  (19―ISMa)  arid the eastern pari (23―  l9Ma) of

the  Shikoku  Basin. The  Kinan  Escarpment  is a long fault scarp extending  from north  to

south  and  consists of several segments  trending  N18―30RW,  which  show  right-stepping

en-echeton  structure. The  maximum  relative height exceeds  BOOm.  During  two  dives,

the  almost  whole  surface of the scarp  is covered  with  manganese  crust, so we  were  not
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able  to  observe  the  real  outcrop  or  the  succession  of  the  sediment  The  scarp  Is

composed  of the  very  steep  cliff and  the  gentle  slope. We  observed  (hat  the  pavement

type  manganese  crust which  locks  like pillow  lava covers  the  steep  cliff. On  part  of the

flat seafloor, the  small  round  manganese  granules  are amalgamated  and  make  thin sheet

Various  uses  of  manganese  encrusted  basalt  breccias  and  mudscones  were  fouad  in

debris  flow  deposits  or  ta(u&  We  found  ropy  lava  on  the  middle  of the  scarp,  which  is

considered  as the mult  of low  viscosity  lava  Dow  in the  last &t£≪e of  the SWfcoku  Basin

opening.  The  pavement  type  manganese  crust  we  found  is similar  to the  manganese

crust  observed  at  the seaward  wall  oi the  Byukyu  Trench This  type  of manga*

nese  crv&t  is important  as well as  a sew  type  of manganese  cruet  found  at  the  seaward

wall  of  the  Yap  Trench  (*195).  it  is considered  that  the  type  of  manganese  crust  is

related  to  the  slope  angle  and  the  depth.  The  ropy  lava  which  indicates  the  low

viscosity  leva  flew  is commonly  observed  on  the  Mid-Atlantic  Ridge  as  well  as  the

spreading  center  of back  arc basins, however,  it is the first time  that they  are  observed  in

the  Shikoku  Basin.  These  samples  are  oi  particular  importance  to  understanding  the

change  of cheroical  components  of basalts forming  the  Shlkoku  Basin,

¶。は じ め に

四国海盆( 図ｌ) は フ･f り ピ ン淘 プレ ートの北端lこ位

钁し， かつての伊豆・小笠原弧の背 弧海盆として形成さ

れた。 これまで主として地磁気異常 のデ ータの解釈lこよ

り海盆拡大の遇程が研究されており(Shj11,198S な ど)，

拡大は2SMa ころ 始まり，適中２回 の拡大輸方向 の変化

を経てISMa には 終了 し たと考えら れている。ま た，国

際深海掘削叶面ＩＰＯＤＬＩＳＳ８におい てSite4l2.443.4U の

３点の掘 削が行われ，四国海盆拡大に関 する地質学 的大

神 が明らかにされた(Klein ｕ ｄ Ｋｏｂａｙal阯19eO) 。し

かしながら。拡大直前 のリフティングの ステージや海盆

底形慮擡の変形や火成活動などについては未知ｅ 郎分が

多い。

特に四国海盆の東端郎|ま西七鳥梅嶺の活助によ･1 て拡

大畤の海底の一部 が西七鳥海嶺下にあると考えら れ，伊

豆・小笠原弧の本州弧への衝突によ る地殻 の変形も著し

く，地磁気異常は明瞭 ではない。海 盆東部 の地形は海盆

廁 西部に見られる南北 方向のrain・r rｉｄｇｅ and trough

の配列 とは対照的で。全休としては慶やかで円健状 め小

掏丘が点在する。海盆の東縁に轜西七鳥海嶺を構成する

海山， 小梅嶺がNE ―SW 方 向 に雁 行配列 している。海

盆 東郎 で最 も顕著な 地 形は137 °Ｅ 線上に26'S ｒ Ｎ から

Ｓ

30 °30' N 付 近 ま で 伸 び る 長 大 な 西 落 ち の 断 層 崖 （紀 南 海

底 轟 ） で あ る。 崖 の 比 高 は最 大800m に 達 し ， 崖 の 東 側

で は 水 原 は4 μ0 ～4 ぶ00m と 洩 く な り 西七 鳥 海 嶺 脚 部 へ

続 く （Ｈｙdr り'graphic Ｄｅｐａrtｍｅｎt, 1991) 。 こ の 崖 は 北

端 部 で は比 高を 減 じ｡30 °SO'N 付 近 で 消 滅 す る が ， そ の

さ ら に 北 で は爾 北 の 崖 に 代 わ っ て銭 洲 梅 嶺 に 見 ら れ る も

の と同 様 の 南北 圧 縮 に よ る 東 西 方 向 の 褶 曲 十 逆 断 層 の 変

形 が 観 察 で き る 。 紀 爾 海 廖 恚 の 東 側 で は こ の よ う な 南 北

圧 縮 の 構 造 が 見 ら れ な い が ， 表 層 に 比 高10m. 波 長50m

ほ ど の 小 規 廣 の 変 形 構 造 が 存 在 す る こ と が 過 去 の 羇 査 か

ら 明 ら か に な・ て お り ， 最 近 の 変 動 を 受 け た こ と を 示 唆

し て い る。 紀 南 梅 底 塵 は ち ょ う ど地 磁 気 の 縞 状 異 常 の 方

向 が 変 わ る 境 界 と 一 致 し ， 崖 の 西 側 は19 ～15Ma の 海 盆

拡 大 最 後 の ス テ ー ジ に 生 成 さ れ た Ｎ Ｗ 一SE 方 向 の リ ニ

エ ー シ 。 ン を 持 つ 海 亂 東 側 は 麻北 の リ ニ エ ー シ 。 ン に

特 徽 づ け ら れ る19 ～23Ma の ス テ ー ジ の海 底 と 考 え ら れ

る （Okino et al･, 1994 ）。IPOD のSite443.444 は こ の 崖

に き わ め て 近 い と こ ろ に 位 置 す る が ， 崖 の 西 側 の 海 盆 拡

大 最 終 ス テ ー ジ に 形 成 さ れ た海 底 で 行 わ れ て お り ， 崖 の

東 都 で は掘 削 な ど に よ る 年 代。 層 序 の 決 定 的 な デ ー タ は

な い 。 従 っ て， こ の 紀 南 海 暖 崖 の 潜 航 は ，1 ） 断 層 崖 を

観 察 し ， 断 ● 運 動 の 方 向 ， 変 位 。 時 期 の 手 が か り を 得

ＪＡＭ釘EC  J. D≪tp  Si軸 Ｒ・l･,10 （1994 ）

Kef  worts:  Pavement  type manganese  crust, Kinan  Escarpment,  Ropy  lava
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四 一

図 １ 四国 海 盆 と その 周辺 の 嵩 底地 形 図。 士 鑪 は紀 南 梅 崖 崖 の 位ｌ を 示 す 。

1` ig.１ ＴｏｐｃｇＴａｐｈｙ of the Shikok ｕ Rjas ｎ ａｎｄ its ＆ｄｊａｃｅｎt ＆rｌａ. Ｔｈｉｃｋ line sｈｅw ｓ ths

location ｃｌ tｈｅ Kinan ＥｓｃａｒｐｍｅｎＬ

る，2)これまでわか･gていない海盆東部の層序を覩禀す

る，3)岩石採取により基盤の年代決定を行うことを目的

として行った。

２．紀粛海Ｓ●の地形

糊航前に「よこ すか」搭載のマルチナロ ーピ ームKS

IOにより紀南梅底崖の一部（28 °Ｎ～29 °50″Ｎ） の地形

加査を行・ た。この結果。紀南海痙崖は１本の連続した

崖ではなく，複数の直鑠的な塵がｙｉｇｈt stepping （ミの

字）の雁行配列していることがわかった（図２）。佃々

のセグメントの長さは短い ものもあるがおおむね3a～40

km ，最大の比高は800m である。海底崖の走向はＮＮＷ

―SSE であるが，個々のセグメン１の向きは29度以ｔ で

はN18 ～23°Ｗ，崗ではN25 ～aO °Ｗと変化している。ま

た，セグメント間の重複は南で大きい。崖の頂揶には一

椰で塵の走向 と平行に延びた高まり（比高20～40m ）が

見られ，それを越えると海盆東調のごく鑁傾斜の斜面に

銃く。 また。 比高200 皿を超える海丘が朧の頂部に点在

し， これらはセグメン｝の踏近 くに位置す るこ とが多

い●
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３．潜航概要

３．１　第176・●１

第176潜航は紀爾海底崖北部の北緯2S度So分付近で行

われた。 薯底地点は雌の脚郎にあたる29°29.427' Ｎ，

137°30.805' E、深さ4j44m の平坦な泥圸で，着底後は

針路を崖の最大傾斜の方向90°にとり，岩石，堆積物の

探取，目視観察を疔うた（扁 ３）。紀南梅哇廱の潜鮭飴

点での走向はN―S, 比高およそ660m. 平均頼斜は加゛

である。崖の蟻斜は一様ではなく約5a°と推定される切

り立った部分と，泥がちな緩い傾斜亀 及ぴその遷移都

分（およそ30°）が練り返し現われる。韲の走向 も徹視

的にはＮ－Ｓを中心にＥ－ｗからＮＥ－Sｗの間を変化す

る。着亂点では泥岩の礫が分布する輟やかな眤の斜面で

あ・たが， 水深4β95m で急崖に漣し，傾斜変換点付近

にはマンガンでコーダインタされた巨大な角轢が累積廴

ていた。水深4β45～4,480mは傾斜50°11上の象な斜面で

塵一面が厚みを持・たマｙがｙで覆われている。マンガ

ｙの形状は枕状溶岩によく似ており，南西睹鳥梅爵梅側

（S118 ～里21潜航）で観察されたものと同様のものと懇

ｇ



叫2 11SIO の デ ータをjllい た紀 南海 底ll の埴 形図( コン ター剛 剛ljS ●ｍ) 。矢 印lj 潜航 晩ａ

そ示 す。ll か履 行肥 列 する セ グメ ント で桐 成さ れてい る ことか わか る。

Fis.2 Detailed t ｏｐｏ髱rａｐｈy of ｌｋ Kinan Escarpment ｕsilS IIS1 ● dala. Contour

interval  is 50 m.  Arrows indicate lbe dive site*. Ｔｂｅ Escarpmcnl shows e･-

echelon  structure.

われる。 その後。水深４ｊ５０ｍ付近 まではやや轜傾劉の

部分で. ffiiEに は人小の礫が分布する。これらの礫の多

くは表山がマンガンでコーティングされた泥岩であると

徼定され，｡1;屎の崖から朗|れ てきたものであろう。一郎

ではこれらの礫がli いに川再し，でこぼこした板のよう

にな っているところも観察 できた。 水深4300m 付 近 の

きわめて傾刹の緩い洵ll でlj， 薄く堆積した泥の'ドに黒

く丸い拉か連続してシート状にな ，ている様F が見え，

柱状採泥の結果これはly さ ２ｍｍのマンガンのシートで

あ ることがわかｰ, た。 これより 上郎では，水深4261m

廊

付 近と4,加ｅｍＨ 近 で|liび急 傾斜となり.ll 一iliが マ ン

ガンクラストで観われていた。これらの急傾斜地では咄

があ たかも１枚の汳で復われているようで。‐ 朗に翊ド

部の急鮪創由で見られる眈状 マ冫 が冫に近いものが見ら

れた。急傾創の海底にはさまれた比畝的緩い傾斜の部分

には。表山をマンガ ンで欄われた角禪か海底を埋めてい

た。

３．２ 第177潜 航

節177 榊 航 は節176 潜 航 の1･iお よ そ135km の 地心 で行

われた（図ｎ 。紀1句海雌咄はこの付近で雌 も比高が人
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図 ３ 毒176 潜 航 地 点 の 地 形 と 航 跡 図

Fi ・3 Ship's track ０１ １ｈｅ dive １１７１ and ｌｈｌ tｅｐｏｇｒｌｐｈy.

きくおよそ800m に逹する。水深 の深いところは徐々に

傾斜を増す地形であるが，浅いところでは急崖と平坦面

の繰り返しである。 着底点は28°15.186'Ｎ，137 °52.373'

Ｅ，水深4,739m ，崖 の斜面下部の小さなガレの中で，白

い堆積物に厚く覆われ表面に生廈や礫が分布する。 水錣

4,689m までは厚い堆積物に埋積されたガレで， ところ

どころに緩く下に傾いたマンガンの膕が見られる。 マン

ガ ンの下は泥岩である。急崖にさしかかると。ラブルサ

イズの聹が钁ｉ を構成している。見られる地襴は冰鈿の

渊い|蘆うへ績く傾斜した白い泥岩で有孔虫やナンノプラ

ンク１ンを含んでいる。ガレの中心はこれらの土石渣堆

種物に覆われ，甓は泥岩とマンガ ンの蜷屬からなりラプ

ルに覆われているところがある。 水深4,554回付近では

ガレに鉛・てマｙガンの被覆がはずれて中の岩石が顔を

出しており， サ4 ＝y口状の誚岩が確認された｡4 冫95m

から4,3{}Om4こかけては急崖と平坦面の讌り薦しか頻累



に現われた。 急崖は傾斜最大 のところではほぼ垂直で，

第176潜航で見られたものと同様の厚い枕状マンガｙで

覆われていた。マンガｙの厚 みは20cm 以上あるこ とが

サンプリングによ。てわかった。4j00m 以浅は堆積物

の厚くたま
うた
平坦面であったので，再び4ぷ)Om まで

戻り，ほぼ同じ濛さのところを崖に沿９て廟に移動し

た。この付近は枕状マ ンガンとラブルの繰り返しであ

る。4,298m のラプルを登うたところで，表面に縄模様

のついた溶岩を発見した。表面の縄は溶岩が水深の深い

方へと流れたことを示し，粘性の低い玄武岩である。縄

状溶岩の分布範囲はたかだが３ｍ四 方で，この鳩で形成

されたものかどうかは定かでない。

４．マンガンの盞状

紀南梅底塵の２潜航を通じて，マ ンガｙの被覆により

露頭が直接海底に出ているところは11 亠んと見つからな

か・ た。一方，表面に見られるマンガンの巖状は変化に

富み，以下のように大きく３つの型に分類できる。

（ａ） 舗装型（ｐａｖｅｍｅｎｌ tｙｐｅ）

崖の表面にコンクリートを吹き付けたように厚く一面

に広がるもの。急傾斜地に分布する。

（1） 枕状マンガン（pil）ｏｗｙtyｐｅ）

彫鵬は枕状鳩岩に似て，爾らかな凸面が運なる（写真

1）。崖下耶の急傾斜面はほとんとがこのタイプのマンガ

ンで覆われている。南西諸島・ 濤海側の淘航調査におい

ても同様の枕状マ冫ガンが急崖を覆・ているところが観

察されており。マ ンガンによる釐装が急Ｓを崩壊しにく

くしていると考えられている（繭岡ほか，本書；加亂

199ﾖ）。籌177濳航では枕状マンガンが一擲崩落している

ところを利用して サンプ９ングに成功し，このマｙがｙ

が厚さ241cmg 上にもなることが明らかになうた｡

＠ 板状（platｙ lｙｐｅ）

崖－j面が厚くコーテ４ ンダされている点は枕狄と同様

であるが，枕のような凹凸がなく， ゆるやかに塵に沿・

た形で広がる（写真２）。 第176潜航 の後半（水深4,120

m 刋近）の急鱶斜圸に見られ，枕状のものが発遽する崖

下部では見られなかった。曲串の小さい枕状をなす部分

や，慶根瓦のように板状のものが並んでいる部分もあ

り，より厚い枕状マンガンへと逓移していく可脆性も考

えられる。

（b） アマルガム型（ａｍａｌｇａｍａtjllg tｙｐｅ）

フンガンコーテ４ングされた礫やマンガンノジａ－ル

の間にさらにマンガンが楠痍され，相互につながり大き

な境やシー｝にな･｡ているもの。比較的傾斜の緩いとこ

ｇ

ろで多く見られる。

（!） 粒状～シート（ａrａｎｕle-ｓｈｅｅt tｙｐｅ）

第176潜航，水素4,290～4.210m の関 のほぽ平坦な海底

で認められた。丸みを帯びた数ｍ●以 下のマンガンの粒

が集ま・て１枚のシートとなり海底をｌ 。ている（写真

３）。柱状採泥の結果，このマンガンシートの厚さはお

よそ2  mm. 夕－卜 の下は賃掲色の滬であ。た。シート

の上にはごくｌ く，マｙガン粒が透けて見える程度に白

い泥が堆積していた。 第177潜航では平坦面は厚く白い

齠で覆われていることが多く。 このタイプは認められな

か。た。

＠ 角礫集合（bｒｅｅｅｉａ typl）

傾斜Ｓ °程度の斜面|ご多く分布する。マンガ ンでコ ー

ティングされた角礫が集ま，たもめで，ごつごつした轢

の形が認識できる（写真４）。第176潜航でこのタイプの

マンガン塊からなる崖の一部を採取したところ。中は黄

褐色の泥岩。●岩，パミスであ。た。

Cc） ●型（pebblｙlyｐ９）

泥岩，火山岩の礫が揶くマンガンで 被覆されているも

の。揺亶試料によるとマンガンＳの厚さは数ｍｍ胆度で

あｰ｡た。隹嶐の崖鐙耶11ほとんどこのような礫で埋貔 さ

れている。

Ｓ ． 火 山 岩 の 記 職

紀 陶 海 底 塵 の 潜 航 で い く っ か の 火 山 岩 か 採 集 さ れ た 。

第176 潜 航 で は 表 面 を 薄 い マ ン ガ ン で 被 覆 さ れ た 軽 石 が

採 集 さ れ て い る が ， こ れ は近 く の 火 山 か ら 海 流 に よ っ て

運 ば れ て き た も の で あ ろ う 。 そ の ほ か 泥 岩 の 中 に 岩 片 と

し て 合 ま れ る 玄 武 岩 は ， 近 く で 火 山 活 動 が あ 。 た こ と を

反 映 し て い る 。 ま た 。 や わ らか い 泥 に 塩 基 性 の 火 山 岩 が

貰 入 し た も の も 得 ら れ て い る 。 第177 潜 航 で はchilled

mar ｇｉｎ を も っ た ｂａｓaltのpillow  lava やpillow brec-

ｃｉａ が 得 ら れ て い る 。 ま た 。 第176 潜 航 で 見 ら れ た よ う

なや わ ら か い 堆 積 物 に 貫 入 し たba ｓalt も 得 ら れ て い る 。

第177 潜 航 の 葭 膿 地 点 で は 。 や や 平 坦 な 部 分 に 繩 状 の 表

面を 持 つbasalt の ｒｏｐｙla ｖａ が 見 ら れ 採 集 さ れ て い る 。

薄 片 を 観 察 す る とpillow はカ ン ラ ン 石 と 斜 長 石 の 斑 晶

を 持 ち ， 一 都 単 斜 輝 石 の 斑 晶 を 持 つ も の が あ り

variolitic texture か らint ｅrｇｒａｎｕχａr tｅｘtｕre を 呈 す

る。 斜 及 石 は 急 冷 結 晶 の 形 態 を 持 っ て お り 海 底 に 噴 出 し

て急 冷 さ れ た こ とを 示 す 。 泥 に 貫 入 し た 玄 武 岩 も 同 様 で

あ っ た。 デ ブ リ と し て 産 出 す る も の に はophitic か ら

subophitic le ｘtｕrｅ （doleritic te ｘtｕrｅ） を 呈 す る も の

があ り た。 こ れ ら の 試 科 は紀 南 海 客 崖 に 沿 ウ て 海 底 玄 武

JAMSTECJ.D･ ●p S●I R●ｓ.,10 （1994 ）



岩の活欒がありたこ と， それらが主として枕 状溶岩や

pillow breccia であることを物語･･ ている。 また繩状溶

岩は海底では主 として中央海嶺 や背弧海盆の拡大軸に見

られる砧性の低いシート フローとして産出することが知

られており，こ れらの玄武岩類が紀南梅底崖で見つか。

たことは今後紀爾梅底崖 や四国 海盆の形成史を考えるう

えできわめて重要である。

６．考　　 擦

６．１　紀粛海底●の形 成

紀南海・ 崖はいつどのようにしてできたのだろうか。

前述のように，崖はひとつながりの連続したものではな

く， 複数のセグメントが雁行配列して成り立 うている。

榎式的な氈暦の騰何学的配置によると，紀甫海窿●に見

られるようなright  stepping (ミの字）の雁行配列 は左

ずれに対応する。しかしながら，このような樸式的配置

が単純にに適用できるのは。 ごく均一な地賢糎聶上に嶇

屬が発達する場合か。セダメ ン１が十数ｍ程度 の短いも

のに隕られる。 セダメｙ卜のスケ ールが数ｋｍ～ 数十

km になると地質学的な不均一に影響されて，左ず れで

1,右ずれでも 心ｈtstｓｐｐ４口ｇ を示す可能性がある。こ

の場合。左ずれならば各セグメントが獄被する部分 は圧

縮場となり，右ずれなら伸長場となるはずであ る。紀南

海嶝蚩の場合，配列から直観的には左ずれ成分 が想定さ

れるが，僖４のセダメン｝の釐後部が小観椣ながら蔗み

とな っていて， 右ず れの可能性を否定で きな い。 また，

この配列Ｕ横ずれ運動を示すのではなく，廱生成時|ここ

のような方向に構造的弱線が配列してい たためという可

能性 もあ る。 紀南海麌雌の西側， 海盆中央の最後 のス

ｆ －ジでできた梅底のりニェーシ，ｙの方向は膓盆中央

ではN45 °Ｗであるが最も外側の壅付近ではおよそＮ匐゜

Ｗで，塵の南都のセグメントの方向にほぽ等しい。紀

南海底崖が，四国海盆拡大終了後に崖の東西における構

造の違い（東側は鳥弧か支えている？）により西がアイ

ソスタデ４．クに沈降してできたと考えるならぱ（春日

ぽか，1994）， その割れ目がＮＮＷ－SSE のりニエー

シ・ンの方向を利用したと考えることもできる。

６．２　マンガンの分布

海膿面を覆うマンガンの形態は蔚述のように枕状，板

仇 粒状シート，角礫集合。角轢の５つに分りられた。

図５は第176潜航において潛水船のたど･iた航畔に沿・

た嵐の断面図上にマンガンの形態を図示しており，マン

ガンの各タイプの分布状配は傾斜と密接な関係があるこ

とがわかる。平坦な海底では1～2 mlnのマンガンノ

ジ，－ルがっながり蹲いクラストを彫成している。ただ

し，すべての平坦な海底がこのタイプのマンガンクラス

トを産す４わけではなく，第1?7贈航のように泥が厚く

堆稜しているところも多い。一方。兔幽はほとんどすぺ

てが厚いマンガンで観われている。今回の潜航では水深

4､30am付近までは枕状，その上都では板状もしくは枕

状と飯状の遷移型という水深方向の分布の変化が観察さ

れた。嵐一面を瞿う舗装型のマンガンの２つのタイプ

（枕秡と板状）が，本当|こ別のタイプで水源などの環墳

条件によ・て艮なる形態に成員するのか，それともマン

ガンクラストか球体を目脂して成長するために朧の凹凸

に沿。た板状から枕状へと成長するのかは不明である。

平坦面と息崖の愾斜変換点付近には角礫型が分布する。

これらはマンガン屬の摎さが數ｍｍ～数c讚で，崖雎堆

図 Ｓ ＃176 潜 航 に 沿 う た紀 南 海 商曦 の 橈式 的 地形 断 面 と マ ンガ ン クラ ス ト の 分布

Ｆ４ ５ ＣｒＱｓｓssrt ｉＱｎ ａｎｄ the distribution ｏｆ ｍｉｎｇａｎｅｓe cｒｕstｓ along the *176 dive



図 ６ 紀 南 梅 底 譫 の 埔 形 新 面 椣 式匐

Ｆｉｇ.６ ＳＣＭ ｍａtic rrn ｓｓ section ｏｆ tｈｅ Kinan ｔsla ｒｐｍｅｎＬ

積物の表面にマンガンの被覆が見られるものである。崖

帷の上部などの傾斜か3ｒ ほどの斜面ではこれらの角●

が連鈷して塵を覆うているケースが非常に多い。ｇ上の

ようにマ ンガンの形態は水源や斜面の傾斜に鬨達してい

るようである。図６に紀南梅嶝蚩における地形断面とマ

ンガンの痙状の関係を示した橋式図を示す。

６． ３　生　　 物

惷塵を榎うマンガｙの表面には幅Sc 皿程の黒い蛇行

した生痕が多く見られた。これはカタッムりに似 た巻貝

の跡であることが何箇所かでａ霊された。 この貝はマ ン

ガンを酸化するバクテリアを食べているか。マンガンの

表面に痔く積も。た堆積物41 の有機物を食べているかの

いずれかであろう。 咏かに，２ａｎほどのシンカイコシ

オリェピが舉独で存在するところが観察さ札 熱水など

がなくともｌ匹黝穿であれば表層の有機物で生きていけ

るのか1,しれない。

７．まとめと今後の棘●

集l?6，177潜航は四国海盆における初めての潜航であ

る。 潜航及び潜航農地形鋼壺の結果，I)紀 南海底塵 が

right stepping の雁行を示すセグメントからなること，

2)崖には泥岩，枕状鴻岩が存在すること，3) 崖を・ うマ

ンガンクラストにはＳつの異なるタイプがあり，その分

布と崖の傾斜度が関連していることがわかり，4) やわら

かい堆積物の上を泱れたと考えられる粘性の低い総状溶

岩が発見された。 钁面はマンガンクラストに覆われ露頭

がほとんどなく，目的の1つであ･・た海盆東部の層序の

観察は不可能であうたが，探取された火山岩献料の分析

即

により，四国海盆拡大末期の火成活動の年代。特徴 につ

いて検討できるはずである。 マｙがｙについては， 組成

分析と産状一地形の対応関係 の鞨査を南西諮鳥海 溝の

データも含めて行い，その成因と成 畧遇程を考察す る必

薺がある。また，紀南海底崖については今回 の調査海域

より北側も含めて地形，重力，音波 探査等のデータを再

検討し，嶷の形成遇程と雁行構造の原因を研究すぺ きで

ある。
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町 貞 ２ 板 状 マ ンガ ンクラ スト （S176 潜 航 ）

Pholo2 Plalyty ｐｅｏｆｍａｎｇａｎｅｓecr ｕst41jve1176 ），

X冫

町 真 ３ 粒 状 シ ート や マン ガン クラ スト（ 酋176 潜航 ）

Pholo 3 Granule shccl rypc ０１ manganese crust （Diｖe

JI76).

町自４ 角礫集介やマンガンクラスト（彗176潜航）

crust くDive

町ａ ５ 喝状溶岩（＃1?7 潜航）

Pholo5 Ropy lava 巾ive1177 ｝.
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1c: ￥cllow brown mudslonc wilh nunxunnc･{0;llingl}asillls.|)ives177 R00Z･01.

‘d; Slightly allercd l}cII}hyrillc Is･QI¶.Diyes17冫R 碕2-a2.
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μ

町真6(c) 玄武岩片を介む石灰賢堆植為を伴，た比状マンガンクラスト( ＃17?-Roc3-02)

(0 柔らかい堆植勧中に賢人した玄武岩(ttl?7-R003-02)

闖 ㈲ 徴化石に富んだ堆欷物の上を流れた輿状溶岩(＃177-Ｒ(xＭ-02)
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